
的か ら酪 九 t寮傑 笹 蛍 の鹿渡 車庫 が衆必 し′そ れに躍 って 食 姓等 の豪私 を来

した ニ ヒも大 きく影 響 してい る,嵐栄華 -裁嬉 /=解塵老 後凄 内部 に′とり入 れ

な のも . 弼巌 にネ肇 か らの厳密 と両帝 釣忽泉 北 が マ//チ した蕗 に起 った 9 賂

塵 をと ()入れ た療罪 として｢ま . 土地別 間上 に族 卑 しチ モ シ- ′ レ､パ 守 口 -

ぺ - ′7L-矛 や - ドグ ラス )の僅 軒があ らh九 ている ,

鮮度は-級鮒に顔寮 経 営 U)車 で果す及 容‖ま′ 酪腐鼻 薬 と験 いて はかを ()禰

甜鎗で あ るが .当勉鹿 のよ らに水 田経 資 が＼固鮭 である湯谷 ヒは . 塵素魚 轟の

巌鼻 L,な っている ク

肇施底や免状 は ′ し､まだ七 施 束 が磨 蛍 の乎 ′亡とな って い るが ノ酪農 をと()

入れ た組 療素 Ld:舟 来 のか句を鳥原 しこし､る とし＼えるm即 ち/盛栄 収 へが一

味繭 ′及廃 村 なLtLのがらな り定期 的 †こなる ｡ 筆算労働 につ (､て竜. 年 内 の労

働力 の配分が ま佃 像 をおが､腐勅 に使 われ る ｡放 資 を作中 Tる 二 とヒ よ って ･

轟寮度肝 上 の穀点 で あ っ妾土廉 の庚妾 も免鼠 Lが 関 るくZiる .

しか し. =LちろL 明 るし､見過 しば､か ()で はな い , 酪封から.盈 希の療虚 し穐

チ 0 平鹿 )の中に ′ 焦 折衝廃 豪が､出て い る革が ある ｡ この 一例 はしがf)でな く

多摩 Jこ廃 され る覇超 は多 いが / と ら-LL､未乗 なか で は息 女が個 数 であ った .

富 冷 地 農 業 の 地 理 的 考 察
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池底 の塩水 につき まが希 慮 LT=のは ′自賛 条件 の過 酷 な師 であ る .打攻

を射よお勉 に卦 て 入閣′ 官僚 相 塵 の昨標目こよ ゥて創 坦 たれ る姓凌 性 を兜 凌

白 に礎.おれ る酢 ヒ番 え たか らせ ある .

斜一孝 の渡 歩 と兵 に宙麿希 件 の絶対鹿 /軍産雌 にli変私が 鼻 ら来 るが ′人

女鹿 濠にす亀櫨 を与 え る とい ろ息 に於 て. 碗/@車著 を闇一手であ ると渚 える

し/失 策 - 一次巌栄藤 ヒ東栄 の感 で の電 牽鑑 は ′温度/=於 て竜 索然 が某tt止む

となって い ると絡 め ら九る .

数 しい 毎線番麻 C7)もた らす御 薗 ヒ人賦活観 のそれに好 する温兎 ,東 棟 を八
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範舟地 k_は/低 蚤地 に鮒する藷で あ り . あ る高貴 を宅 っ各盈気象 塵の土

地ゼ塞 き といろ地琴朗塗薬 と′それt,L塵 ろ鹿 盈 ヒいろ泉威 庭番素 とが . 畠
感穐立敗愛 国 を決足 している.
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三舜 患,容赦の商品厳暑 (洋索 )
田鱒 舷 の高冷鹿 虞湊鮭唐 との比巌

(/療 ′2I療′ 3時 の観み合わせ に よる 八 r廃 藩 各地 塵棄 後塵

針 ′幽 雷 竿 の舶 匪 )

唐が

東上 o)頃 日か らなってし､るが ′鮭漁 として この施戒 を腐赦せる藷愛東 ヒ塞 い

てノ＼ケ董 董痩高冷地 の敗塊 の 性格 を喝が(こする と.

ます簾 -1こ白煙廉踵-がある′緊温が低 くノ /03と玖上 の鹿 耕す髄 の日数が

東京 に配 して /クCBも少 し､/35日である ことか らも,鯨 に虜紫 に与 える影 響

は大きい′又 日厳薮 が大である ことか ら座席 を斉 藤 ′ 晩膚 の風塵 が 茸 じ ,放

って無感廟 闇 も嵐 (巌薪 に利 殖 をjえ こいる o 畠,@茶席 L-2_立腐利 恵崖 宣ある.

それは日壁鱒堺が長 く.K日射 が､教 く水槽に癖剰 となって比 の高冷地 が1長野虜

主 要来雁 地 番C｢ 率 をな してし､る ことからも獲確 され る ｡ 寒 冷地が主 要来路

地轟 を働 奴 して いる こと且比の舷底 の顔 LL浄膚 とす る所 である ,

剰 こは変温 鱒立地各棟で ある ｡こ丸 娃葛藤衆碑 に立増 し-⊂象要ゼ ある.お

尻 から此 他方は菜泡 の塞 軒ゼ あ り. 衷過 立池条塵 紅塵 の高各地 に虹薮 しこ恵

まれ て日 産o鑑乗 也 の寓冷塊 姓経度 の多4,1まあ っt立産 床 によ って輝蒐 皇九

こきた d 盈竜の蜜塞 J 貧 困鋸 こよjS山鹿虜新鹿 (終審 )/ヒP藤武､の甲潮解

逮 /研嘉の鉄盈 綿嵐 とこの施療 姓常 に灸ti乳の鮭磯 的鹿家 をも め ′ こ の蘇峰が

鬼 の轟 薄地 よ''-歩嵐 んだ＼上盤剰 解 析 を産 衣だ した 大 きな野手 ヒな って

いる9古 くか ら九 鬼東 に商 品作物 を番 人させ/選定 では患塵 .渚療 軍港へ の

負動産鹸 温 にまで董盈 L,,高 倉地底 の変通 立地各年 を像 や勉 射 ='払し馨 しく
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虜瓜 恵もの となして L)る ｡爵 三 に鑑匿史的恵背景である .静索亀倉 の歴史攻

之f♂3年覇 に さかのぼ､()此憂慮 と呼ぼ､れ る稲作泉麻 を竜 っf=鹿族 の遭 人 は′

鷹推 量柊 G,)蜜審 査A1-tide,とな って劣 ()′ ｢額紡廉廉 ｣ とい うj奴毎の廉 強敵 t=

乱 す造れ席 量感 妾宅纏 ,)由 している. この嬢 に禰雅文 勉を竜つ民鹿 の足底 を

農た といろ こ とは ′ 虹 の高冷 地 との比 薮ゝ ヒ於 tiJ穿 っている,津田 には県 民

性である｡過 酷な宙鮮各埠に常 に併 変と努力を 克って貯jqR-し金凱 -L強 て此奴

嘉 が鼻 電束収 をあが でい るとい う撃輿 で ある ｡又泰盛 の藤連 とも慮巌 っ･こ鹿

地底 ヒの爽鈍 が､巌 んであ り.所 讃斎戒が渡⊥ ゼ し､た｡ 二九が 鍵糸寮展観 の一

軍 とも恵 ,)文夫正路武か らの轟品泥励導入の原因 ともなって いabこれ ら現

っが此 の高冷地 を蜂倣ゴ､(+)5因 子 で､ぁ ()又 二九 らが鑑み 金わ き〃て鹿儀 に麻

薬 な寓各地 の瞳蕗 を窺也 している .

3.腐 み′て

卒 練 は4Z年間 の集大鼓な ど ヒ恵見込 み ′初廟 o)衛層 は摩 大女ものどあっ

f=が ′ 盛者 /年 間年額 という邑榊 に終傭 贋 ,)まわ され た麻､′液めば､j虹がど

した い患 じに患 われ .珂 L:て Lよ うが働 き轟女 になって LまっrC｡いよ(＼

よ 自己一味愚 に限 っている次舞で竜盾 ｡/ ヱ 庁ユ{日の締 め切 ･)までの /D

日雇 はー全 く巷 しい蹄し､であ った ｡ しか しこれか ら原 変ブ 3東金 があった

ら軍務そそ魯 ()として何 が克 ()たい と凍 えているt='､サで五戒庫 [=t､つた と思

･ラ o

戦後開拓地の実鮭の地理学的考秦

- 愛 知 県 卓 衛 開 成 地 の 猿 谷 -

永 田 ′使 手

閣腐敗は′高座 勉覇華 と低旗池 覇菌 の二大剥 がす髄であるか ′親政 締巌 地

の麻 包 d:J喝麓 帯地 の殊私利覇 によ点 .都 市風 琴で交通 に恵まれ た顧慮 奴が

あ ')′醜優 にまで顔 t来た悪希件 の地底 とIiそ の鹿勝 を昇 にサ a｡

･憂慮 爾腐 敗 は餐鷹 番 に優 しノ南軍 の (明恵双酎 弟二次 大磯終 了まゼ陸軍

凄葛藤 であ った )凍感 台地 /,犬塘 原 J 轟飾席上 に止選 する贋 嘉 ∠ 3聖) ′/潔 .

j ク♂04e久の底豪 であるoA命文は二 の東､型根 底凝塊 凋 市故郷稀夢勉 の

好食 の蒼顔 変 哲励 とし′池 鏡 像 の肥慮 ヒ賓息 をおいた5曽爾鹿 鹿 の鹿蕗 を鹿

足 や為ものは太別 して索然象件 ′え文展 鉾 であるが､.毅後簡莱欝衆 の佐藤 の

廃す及軌が来 せある為 一座教 の鹿 畠 は次の顔 ( .行 った ｡

務-牽 額査勉廃既象
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